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Nicorandil (NIC)とNitroglycerin (NTG)の冠動脈内投与による効果の相違
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はじめに

nicorandil（ＮＩＣ）は，Ｋ＋channelopenerと

しての作用と，nitrateとしての作用を併せも

つユニークな狭心症治療薬である')。本薬剤が

心筋自体に及ぼす作用は，おもに前者によるも

のであり，血管系に及ぼす作用は，両者の総和

によるものと解されている。本薬剤の静脈内投

与に関しては，すでに臨床的検討もなされ，良

好な結果が報告されているが2,3)，冠動脈内投

与における血行動態の変化や，局所心筋収縮に

及ぼす影響の検討は十分ではなく，本薬剤の二

面性を考えるとぎ，その効果には極めて興味深

いものがある。

本研究は，ＮＩＣの冠動脈内投与の効果を，

nitroglycerin（ＮＴＧ）との比較のうえで明らか

にして，臨床適用の可能性を検討することを目

的とし，同時に最近われわれが検討している冠

静脈洞閉塞による流入冠動脈血流速波形の変化

の現象4)が，両薬剤の血管作動部位の相違を反

映しうるか否かを検討した。
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IntI･a(poromrvinfusion（２ｍノsalinGSolution：１ｍin）
Xitr()gly卜erin：0.2.0.5,1,2,5.10,20／《gkg
NiCorandil:2,5,10,20,50,100,200219kg
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１方法（図１）

体重８．５～１５ｋｇの雑種成犬を用い，pento‐

barbital静脈麻酔（25ｍｇ/kg）後，両側第５肋

間で開胸し，心膜cradleを作製した。左頚動
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